











































































































































出することを試みている (Torrushigeet al. 2004)。
次に、キネシンが本当に2つの頭部を交互に動かしながら運動しているのかどうかを検証
するために、キネシンの片方の頭部に蛍光色素をーっつけて、その蛍光色素の運動をナノメ












(Okada and Hirokawa， 1999)。果たして細胞内でも一次元ブラウン運動を用いて輸送を
行っているのだろうか?我々は、 KIF1/Unc104キネシンも、濃度を上げることにより二量
体を形成することができることを示した。また、二量体を形成すると、一方向に連続的に運
動することを示した (Tomishigeet al. 2002)。さらに、 KIF1/Unc104キネシンは、 PIP2
と呼ばれるリン脂質に特異的に結合し、輸送小胞膜上での PIP2濃度の局所をコントロール
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